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本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
人
間
科
学
専
攻
行
動
科
学
専
攻

分
野
の
佐
藤
嘉
倫
教
授
は
二
〇
二
三
年
︵
令
和
五
年
︶
三
月
末

日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
。
佐
藤
嘉
倫
先
生
は
ご
専
門
の
社
会

学
で
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
、
斯
界
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し

た
。
ま
た
副
研
究
科
長
お
よ
び
教
育
研
究
評
議
会
評
議
員
を
お

務
め
に
な
り
、
文
学
研
究
科
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。
こ
こ
に

先
生
の
長
年
の
本
学
へ
の
貢
献
を
振
り
返
り
、
ご
経
歴
と
研
究

教
育
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

先
生
は
一
九
五
七
年
十
月
に
東
京
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、

一
九
七
七
年
に
東
京
大
学
理
科
Ⅰ
類
に
入
学
し
た
。
理
科
Ⅰ

類
は
、
い
わ
ゆ
る
理
系
科
目
を
学
ぶ
教
養
学
部
前
期
課
程
で
あ

り
、
大
学
入
学
当
初
は
数
学
の
研
究
を
志
し
て
お
ら
れ
た
が
、

次
第
に
人
間
行
動
や
社
会
構
造
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
自
然
科

学
か
ら
人
文
社
会
科
学
へ
と
研
究
関
心
を
移
し
て
い
っ
た
。
文

学
部
に
進
学
し
た
後
、
富
永
健
一
先
生
の
指
導
を
受
け
、
社
会

変
動
論
や
社
会
計
画
論
を
中
心
に
社
会
学
を
学
ん
だ
。
学
外
で

は
当
時
東
京
工
業
大
学
に
在
籍
し
て
お
ら
れ
た
今
田
高
俊
先
生

か
ら
数
理
社
会
学
の
指
導
を
受
け
た
。
一
九
八
〇
年
代
は
パ
ー

ソ
ン
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
論
が
流
行
し
た
時
期

で
あ
り
、
構
造
機
能
主
義
を
通
じ
て
数
理
社
会
学
と
巡
り
合
っ

た
こ
と
は
、
も
と
も
と
数
学
が
好
き
だ
っ
た
先
生
に
と
っ
て
、

必
然
的
な
出
会
い
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
八
二
年
四
月
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会

学
専
攻
に
入
学
、
一
九
八
七
年
に
同
博
士
課
程
を
単
位
取
得

退
学
さ
れ
た
。
同
年
四
月
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
に
講
師
と
し

て
着
任
、
翌
年
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
一
九
九
二
年
四
月
東
北

大
学
文
学
部
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
東
北
大
学
に
着

任
後
す
ぐ
新
渡
戸
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
支
援
を
得
て
一
九
九
二

年
七
月
か
ら
一
九
九
四
年
七
月
ま
で
シ
カ
ゴ
大
学
社
会
学
部
に

客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ー
ル
マ
ン
教

佐
藤
嘉
倫
教
授
の
業
績
と
学
風浜
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授
の
も
と
で
、
社
会
変
動
論
と
数
理
社
会
学
の
研
究
に
専
念
さ

れ
た
。
シ
カ
ゴ
大
で
学
ん
だ
合
理
的
選
択
理
論
、
ミ
ク
ロ
=
マ

ク
ロ
リ
ン
ク
モ
デ
ル
、
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
そ
の
後
の
先
生
の
研

究
活
動
に
お
い
て
中
心
的
な
方
法
論
と
な
る
。
一
九
九
七
年

二
月
に
博
士
︵
文
学
︶
を
東
北
大
学
で
取
得
し
、
二
〇
〇
二
年

十
月
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
八
月
か
ら
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
、
お
よ
び

二
〇
一
一
年
十
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
の
期
間
、
デ
ィ

ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
に
任
命
さ
れ
た
。

こ
れ
は
大
学
内
の
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
に
お
い
て
先
導
的

な
役
割
を
担
う
優
秀
な
教
授
の
み
が
任
命
さ
れ
る
ポ
ス
ト
で
あ

る
。二

〇
一
六
年
四
月
よ
り
歴
史
科
学
専
攻
長
を
、
二
〇
一
七
年

四
月
よ
り
文
学
研
究
科
副
研
究
科
長
お
よ
び
文
学
部
副
学
部
長

を
併
任
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ド
イ
ツZU

M
A

、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等
研
究
院
、

統
計
数
理
研
究
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
外
の
機
関
で
客
員
研

究
員
と
客
員
教
授
を
併
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
四
月

か
ら
は
、
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
京
都
先
端

科
学
大
学
人
文
学
部
心
理
学
科
教
授
・
人
文
学
部
長
を
併
任
さ

れ
て
い
る
。

学
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
先
生
は
国
内
外
の
学
会
で
数
多
く

の
委
員
・
理
事
・
会
長
を
務
め
社
会
学
の
国
際
化
と
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
。
日
本
社
会
学
会
︵
理
事
、
国
際
化
戦
略
特
別
委
員

会
委
員
、
将
来
計
画
特
別
委
員
、
国
際
交
流
委
員
︶、
数
理
社
会

学
会
︵
編
集
理
事
、
渉
外
理
事
、
論
文
賞
選
考
委
員
長
︶、
行

動
計
量
学
会
︵
大
会
企
画
委
員
︶、
東
北
社
会
学
会
︵
理
事
︶、

International Sociological A
ssociation

︵
合
理
的
選
択
部
会

理
事
、
理
事
︶、A

m
erican Sociological A

ssociation

︵
論

文
賞
選
考
委
員
、
合
理
性
と
社
会
部
会
・
部
会
長
︶
で
委
員

と
理
事
を
歴
任
し
、
数
理
社
会
学
会
︵
二
〇
〇
五
年
四
月
~

二
〇
〇
七
年
三
月
︶
と
東
北
社
会
学
会
︵
二
〇
一
五
年
七
月
~

二
〇
一
七
年
六
月
︶
で
は
会
長
を
務
め
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
六

年
か
ら
日
本
学
術
会
議
の
連
携
会
員
、
二
〇
一
七
年
か
ら
日
本

学
術
会
議
会
員
と
な
り
、
社
会
学
に
と
と
ま
ら
ず
、
日
本
の
学

術
活
動
全
般
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

先
生
の
研
究
活
動
は
社
会
学
の
中
で
も
特
に
数
理
社
会
学
・

計
量
社
会
学
と
よ
ば
れ
る
分
野
に
関
わ
り
、
そ
の
関
心
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
研
究
内
容
を
時
系
列
順
に
分
類
す
る
と
、
ま
ず

第
一
期
と
し
て
社
会
変
動
論
の
数
理
的
解
析
、
第
二
期
と
し
て

信
頼
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
数
理
社
会
学
的
研
究
、
そ
し

て
第
三
期
に
社
会
構
造
と
信
頼
を
つ
な
ぐ
理
論
概
念
と
し
て
の

社
会
関
係
資
本
に
関
す
る
研
究
、
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
三
つ
の
研
究
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
が
密
接

に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

先
生
が
研
究
者
キ
ャ
リ
ア
の
初
期
に
博
士
学
位
論
文
で
取
り
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組
ん
だ
問
題
は
、
合
理
的
な
計
画
主
体
が
な
ぜ
し
ば
し
ば
計
画

の
実
現
に
失
敗
す
る
の
か
？
と
い
う
問
い
だ
っ
た
︵
こ
の
学
位

論
文
は
加
筆
を
経
て
一
九
九
八
年
﹃
意
図
的
社
会
変
動
の
理
論

︱
合
理
的
選
択
理
論
に
よ
る
分
析
﹄
東
京
大
学
出
版
会
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
︶。
先
生
は
厚
生
省
が
実
施
し
た
高
齢
者
に
対
す

る
医
療
費
無
料
化
対
策
︵
一
九
七
三
年
の
老
人
医
療
費
支
給
制

度
︶
に
着
目
し
、
こ
の
制
度
が
失
敗
し
た
理
由
を
、
不
完
備
情

報
展
開
型
ゲ
ー
ム
を
用
い
て
鮮
や
か
に
説
明
し
た
。﹁
計
画
主
体

︵
行
為
者
︶
が
不
合
理
だ
か
ら
失
敗
し
た
の
で
は
な
く
、
不
確

実
性
の
も
と
で
合
理
的
で
あ
る
が
故
に
失
敗
し
た
の
だ
﹂
と
い

う
逆
説
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
を
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い
て
厳
密
に
定
式

化
し
、
成
功
と
失
敗
の
二
種
類
の
帰
結
︵
完
全
ベ
イ
ズ
均
衡
︶

が
生
じ
る
条
件
を
特
定
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
研
究
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
コ
ー
ル
マ
ン
教
授
か
ら

受
け
継
い
だ
数
理
社
会
学
の
王
道
と
い
え
る
。

次
に
先
生
は
信
頼
関
係
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取

り
組
み
、
数
理
モ
デ
ル
及
び
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
理
論

的
な
定
式
化
で
大
き
な
実
績
を
残
し
た
。T

rust, assurance, 
and inequality: A

 rational choice m
odel of m

utual trust, 
Journal of M

athem
atical Sociology 26(1-2): 1-16,2002. 

で

は
、
信
頼
に
関
す
る
社
会
心
理
学
の
知
見
の
説
明
を
目
指
し
、

相
互
信
頼
の
ゲ
ー
ム
理
論
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
信
頼
者
と
被

信
頼
者
の
関
係
が
対
称
的
な
状
況
と
、
行
為
者
間
で
資
源
保
有

量
に
差
が
あ
る
状
況
下
で
モ
デ
ル
を
分
析
し
た
結
果
、
興
味
深

い
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
出
に
成
功
し
た
。
具
体
的
に

は
、
取
引
コ
ス
ト
と
機
会
コ
ス
ト
の
比
率
が
行
為
者
の
信
頼
性

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
他
者
を
信
頼
で
き
る
行
為
者
は
よ
り

高
い
リ
タ
ー
ン
を
求
め
て
自
分
の
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
や
す
い
こ

と
、
資
源
の
豊
か
な
行
為
者
は
貧
し
い
行
為
者
よ
り
も
相
手
を

信
頼
し
や
す
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
と
き
先
生
は
ゲ
ー

ム
論
の
共
有
知
識
の
仮
定
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
数
の
多
い
現
実
の

社
会
で
は
し
ば
し
ば
成
立
し
な
い
問
題
に
気
づ
き
、
よ
り
弱
い

仮
定
で
計
算
可
能
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
方
法
論
的
関
心
の
も
と
で
、
コ
ー
ネ
ル
大
学

の
マ
イ
ケ
ル
・
メ
イ
シ
ー
教
授
と
進
め
た
共
同
研
究(T

rust, 
cooperation, and m

arket form
ation in the U

S and Japan, 
Proceedings of The N

ational Academ
y of Sciences of The 

U
nited States of Am

erica 99(suppl. 3): 7214-7220

︶

で

は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
日
本
人
と
比
較
し
て
見
知
ら
ぬ
人
を
信
頼

す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
調
査
や
実
験
デ
ー
タ
に
基
づ
く
知
見

か
ら
﹁
な
ぜ
、
集
団
主
義
的
な
文
化
で
は
信
頼
が
低
く
な
る
の

か
？
﹂
と
い
う
問
題
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
論
文
で
は

ゲ
ー
ム
理
論
で
は
な
く
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
よ
り
現
実
的
な
条
件
下
で
モ
デ
ル
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
内
で
の
流
動
性
が
適
度
な
水
準
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に
あ
る
場
合
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
一
般
的
信
頼
感
が
高
ま
る

が
、
流
動
性
が
低
す
ぎ
る
と
見
知
ら
ぬ
他
者
と
の
接
触
機
会
が

減
少
し
て
一
般
的
信
頼
が
涵
養
さ
れ
ず
、
流
動
性
が
高
す
ぎ
る

場
合
に
も
、
信
頼
関
係
が
希
薄
に
な
り
一
般
的
信
頼
が
機
能
し

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

こ
う
し
て
信
頼
の
理
論
的
基
礎
の
定
式
化
に
成
功
し
た
先
生

は
、
社
会
構
造
と
信
頼
を
つ
な
ぐ
理
論
概
念
と
し
て
の
社
会
関

係
資
本
の
研
究
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
の
展
開
を
紹
介
す
る
前

に
、
先
生
に
よ
る
日
本
社
会
の
階
層
構
造
に
関
す
る
実
証
研
究

と
、
そ
の
母
体
と
な
っ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
も
触

れ
て
お
こ
う
。
先
生
は
研
究
者
個
人
と
し
て
の
業
績
も
豊
富
だ

が
、
分
野
全
体
の
発
展
の
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

に
も
力
を
尽
く
し
て
き
た
。
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

特
別
推
進
研
究
﹁
現
代
日
本
階
層
シ
ス
テ
ム
の
構
造
と
変
動
に

関
す
る
総
合
的
研
究
﹂
の
研
究
代
表
者
と
し
て
、
先
生
は
大
規

模
社
会
調
査
﹁
二
〇
〇
五
年
社
会
階
層
と
社
会
移
動
全
国
調
査

︵
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
︶﹂
の
計
画
と
実
施
を
指
揮
し
た
。
こ
の
調
査
は

一
九
五
五
年
か
ら
十
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
社
会
学
者
主
導
の

全
国
調
査
で
、
社
会
階
層
の
構
造
や
世
代
内
・
世
代
間
の
職
業

移
動
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
。
先
生
が
代
表
を

務
め
た
二
〇
〇
五
年
調
査
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
階
層
構

造
の
流
動
化
、
す
な
わ
ち
非
正
規
雇
用
者
の
増
加
や
終
身
雇
用

制
の
弱
体
化
な
ど
の
日
本
社
会
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
変
化

を
と
ら
え
た
貴
重
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ

く
優
れ
た
階
層
研
究
を
数
多
く
生
み
出
し
た
︵﹃
現
代
の
階
層
社

会
１

︱
格
差
と
多
様
性
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︶。
ま
た
文
部
科

学
省
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
﹁
社
会

階
層
と
不
平
等
研
究
教
育
拠
点
の
形
成
︵
二
〇
〇
三
年
四
月
~

二
〇
〇
七
年
三
月
︶﹂
で
は
社
会
階
層
と
不
平
等
の
研
究
教
育
拠

点
を
形
成
す
る
た
め
に
、﹁
構
造
と
変
動
﹂﹁
東
ア
ジ
ア
﹂﹁
公

正
﹂﹁
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
﹂
の
４
つ
の
部
門
を
立
ち
上
げ
、
拠
点
の

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
・
事
業
推
進
担
当
を
務
め
た
。 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
功
は
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
発
展
的
継
続
と
し
て
﹁
社

会
階
層
と
不
平
等
教
育
研
究
拠
点
の
世
界
的
展
開
︵
二
〇
〇
八

年
四
月
~
二
〇
一
三
年
三
月
︶﹂
が
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
︵
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
︶
に
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
者
と
し
て

先
生
は
拠
点
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
格
差
の
理
論
的
問
題
と
実

証
的
問
題
の
融
合
的
解
決
に
取
り
組
ん
だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
か
ら

Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
至
る
研
究
に
お
い
て
、
先
生
の
目
的
は
社
会
制
度

の
違
い
が
も
た
ら
す
不
平
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

特
に
先
生
が
注
目
し
た
変
化
は
労
働
市
場
に
お
け
る
正
規
・

非
正
規
の
区
分
の
拡
大
で
あ
り
、
こ
れ
を
企
業
規
模
に
基
づ
く

既
存
の
二
重
構
造
︵
大
企
業
部
門
と
中
小
企
業
部
門
︶
に
追
加

さ
れ
る
新
た
な
二
重
性
と
し
て
捉
え
、
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇

用
が
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
通
じ
て
特
徴
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
形

成
し
、
後
者
が
生
涯
を
通
じ
て
雇
用
の
不
安
定
さ
や
低
所
得
な
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ど
の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
被
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し

た
。
日
本
に
お
け
る
不
平
等
研
究
は
、
経
済
学
が
主
と
し
て
所

得
格
差
に
、
社
会
学
が
主
と
し
て
世
代
間
移
動
に
研
究
関
心
が

集
中
し
て
い
た
が
、
制
度
の
変
化
が
も
た
ら
す
不
平
等
へ
の
影

響
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
点
に
独
創
性
が
あ
っ
た
。 

階
層
研
究
に
お
け
る
先
生
の
活
躍
と
後
進
の
指
導
は
、
そ

れ
ま
で
記
述
的
な
計
量
分
析
に
偏
り
の
あ
っ
た
分
野
に
、
よ

り
説
明
的
な
理
論
志
向
の
研
究
潮
流
を
生
み
出
し
た
。
数
多
く

の
研
究
者
を
束
ね
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
こ
と
は
、
さ
ぞ
か
し
苦
労
が
多
か
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ

る
が
、
先
生
の
意
思
決
定
は
常
に
迅
速
か
つ
的
確
で
、
頼
も
し

い
姿
だ
け
が
メ
ン
バ
ー
の
目
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
と

Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
リ
ー
ダ
ー
時
代
の
佐
藤
先
生
の
超
人
的
な
働
き
ぶ
り

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
間
で
は
伝
説

と
な
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
の
タ
フ
さ
に
﹁
佐
藤
先
生
影
武
者
存

在
説
﹂
が
囁
か
れ
、
先
生
が
実
は
二
人
い
る
と
噂
に
な
っ
た
ほ

ど
で
あ
る
。

先
生
は
そ
の
後
社
会
関
係
資
本
の
理
論
と
実
証
に
取
り
組

み
、
不
平
等
を
生
成
す
る
原
理
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
研
究
に
着
手
す
る
︵﹃
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
社
会
︱
社
会
学
に
お
け
る
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
﹄
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
︶。
先
生
は
従
来
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関

す
る
研
究
が
、
そ
の
正
機
能
︵
た
と
え
ば
自
治
会
や
消
防
団
な

ど
の
地
域
組
織
が
防
災
・
減
災
・
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と
︶
や

逆
機
能
︵
結
束
型
社
会
関
係
資
本
は
新
し
い
関
係
の
構
築
を
阻

害
す
る
こ
と
︶
の
記
述
に
腐
心
す
る
あ
ま
り
、
肝
心
の
生
成
過

程
を
分
析
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
理
由
を
考

察
し
た
。
先
生
の
論
考
に
よ
れ
ば
生
成
過
程
の
分
析
が
難
し
い

理
由
は
、
個
人
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
変
換
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成

す
る
個
人
の
効
用
関
数
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
自

分
が
役
員
に
な
る
コ
ス
ト
と
自
治
会
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
を
勘

案
し
、
コ
ス
ト
が
便
益
を
上
回
ら
な
け
れ
ば
誰
も
役
員
に
な
ろ

う
と
し
な
い
よ
う
に
、
資
本
へ
の
変
換
に
正
の
効
用
が
付
随
し

な
け
れ
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
の
も
の
は
資
本
を
自
動
的
に
は
生

成
し
な
い
。
先
生
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
生
成
過
程

を
合
理
的
選
択
理
論
に
帰
着
さ
せ
、
信
頼
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
研
究
で
見
出
し
た
知
見
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
生
成

の
鍵
と
な
る
こ
と
を
見
抜
い
た
。
そ
の
鍵
と
は
利
他
的
利
己
主

義
と
互
酬
性
で
あ
り
、
そ
れ
を
確
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、

人
々
の
集
団
間
移
動
と
多
重
所
属
で
あ
る
。
あ
る
現
象
の
機
能

を
記
述
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
が
、
現
象
の
生
成
を
説
明
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
そ
の
困
難
に
挑
む
こ
と
に
価
値
が
あ

る
こ
と
を
常
に
先
生
は
説
い
て
こ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
先
生
の
理

論
家
と
し
て
嗅
覚
の
鋭
さ
が
表
れ
て
い
る
。

先
生
は
東
北
大
学
を
ご
退
職
後
、
京
都
先
端
科
学
大
学
で
引
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き
続
き
研
究
教
育
を
継
続
さ
れ
る
。
社
会
関
係
資
本
を
研
究
す

る
社
会
科
学
者
は
多
い
が
、﹁
見
知
ら
ぬ
他
者
を
信
頼
に
足
る
か

ど
う
か
を
見
極
め
た
う
え
で
信
頼
す
る
こ
と
で
、
社
会
関
係
資

本
が
増
加
す
る
﹂
と
い
う
研
究
成
果
を
先
生
ほ
ど
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
と
人
生
に
お
い
て
活
用
し
て
い
る
人
は
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
。
先
生
の
指
導
を
受
け
た
大
学
院
生
の
多
く
が
、
現
在
優

れ
た
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
事
実
も
、
そ
の
こ
と
を
傍

証
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
先
生
が
社
会
関
係
資
本
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
の

は
、
先
生
が
冷
徹
な
合
理
主
義
者
だ
か
ら
で
は
な
い
。
先
生
が

誰
か
ら
も
好
か
れ
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
の
は
、
先
生
が
常

に
他
者
を
尊
重
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
態
度
は
相
手
が

高
名
な
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
学
生
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
が
な

い
。
他
者
へ
の
信
頼
と
尊
重
は
相
手
か
ら
の
見
返
り
を
期
待
し

た
合
理
的
行
動
で
は
な
く
、
先
生
に
備
わ
っ
た
フ
ェ
ア
ネ
ス
精

神
の
自
然
な
発
露
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
が
皆
か
ら
愛
さ

れ
続
け
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
研
究
室
一
同
、
願
っ
て

い
る
。


